第１号様式（第５条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）
工事監理者選定（変更）報告書
　　年　　月　　日

　　　　　　　　殿

　次のとおり工事監理者を選定（変更）したので、建築基準法施行細則第５条第１項の規定により報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　建築主等（届出者）住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
（法人にあっては、その主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名）
	【１　確認番号】　　　　　　第　　　　　　　　　　　　号

	【２　確認年月日】　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	【３　建築等の場所】

	【４　主要用途】

	【５　選定（変更）年月日】　　　　　　年　　　月　　　日

	【６　新工事監理者】

【ア　資　　格】　　　　（　　　）建築士　　（　　　　　　　）登録第　　　　　　　　号
【イ　氏　　名】

【ウ　建築士事務所名】　（　　　）建築士事務所（　　　　　）知事登録第　　　　　　　号

【エ　郵便番号】

【オ　所在地】

【カ　電話番号】



	【７　旧工事監理者】

【ア　資　　格】　　　　（　　　）建築士　　（　　　　　　　）登録第　　　　　　　　号
【イ　氏　　名】

【ウ　建築士事務所名】　（　　　）建築士事務所（　　　　　）知事登録第　　　　　　　号

【エ　郵便番号】
【オ　所在地】

【カ　電話番号】




　注意　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

第２号様式（第５条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

工事施工者選定（変更）報告書

　　年　　月　　日

　　　　　　　　殿

　次のとおり工事施工者を選定（変更）したので、建築基準法施行細則第５条第２項の規定により報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　建築主等（届出者）住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（法人にあっては、その主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名）
	【１　確認番号】　　　　　　第　　　　　　　　　　　　号

	【２　確認年月日】　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	【３　建築等の場所】

	【４　主要用途】

	【５　選定（変更）年月日】　　　　　　年　　　月　　　日

	【６　新工事施工者】

【ア　氏　　名】

【イ　営業所名】　　　建設業の許可（　　　　　　　　）登録第　　　　　　　号

【ウ　郵便番号】

【エ　所在地】

【オ　電話番号】



	【７　旧工事施工者】

【ア　氏　　名】

【イ　営業所名】　　　建設業の許可（　　　　　　　　）登録第　　　　　　　号

【ウ　郵便番号】

【エ　所在地】

【オ　電話番号】




　注意　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。
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ガス圧接継手抜取検査試験方
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[image: image2.emf]第９号様式（第12条関係）

　表面 （日本工業規格Ａ列４番）

殿 年 月 日

印 電 話

（ ） （ ）登録 第 号

氏 名 印

住 所 電 話

会社名 代表者 印

（ ・ ）登録 第 号

住 所

（ ） （ ）登録 第 号

氏 名 印

住 所 電 話

確認年月日 年 月 日 確認番号 第 号

計画変更年月日 年 月 日 確認番号 第 号

提出済 提出日（ 年 月 日）

告示第1102号

(注３)

供試体の養生方法

告示第1102号

(注３)

供試体の養生方法

氏　名

注意　１　中間検査にあたっては、この報告書とともにコンクリート工事関係の報告書等（構造体コンクリ

　　　　ートの圧縮強度試験結果報告書、ミルシート、圧接部試験結果報告書等）を持参してください。

　　　２　中間検査にあたっては、塩化物量測定の測定結果報告書を持参し、塩化物測定結果欄には、この

　　　　うち最も不利な最大値を記載してください。

　　　３　中間検査にあたっては、指定の方法で行った圧縮強度試験（昭和56年６月１日建設省告示第1102

　　　　号）の試験結果報告書を持参し、構造体コンクリートの圧縮強度試験欄には、所定の計算による平

　　　　均値を記載してください。

屋 内

耐力壁

非耐力壁

屋 外

屋 外

屋 内

㎡ 面 積

主 要

用 途

屋 内



敷 地 建 築

住 所

事務所名

事務所名

知事 大臣

屋 外

屋 外

下 端

屋 外
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□チェックリスト等の添付により適用規定の確認がなされていること。
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第３号様式（第８条関係）

表面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）
建築基準法に基づく手続等に関する手数料納付票

	[image: image3.emf]第８号様式（第12条関係）

　表面 （日本工業規格Ａ列４番）

殿 年 月 日

電 話

（ ） （ ）登録 第 号

氏 名

住 所 電 話

会社名 代表者

（ ・ ）登録 第 号

住 所

（ ） （ ）登録 第 号

氏 名

住 所 電 話

確認年月日 年 月 日 確認番号 第 号

計画変更年月日 年 月 日 確認番号 第 号

告示第1102号

（注１）

供試体の養生方法

告示第1102号

（注１）

供試体の養生方法

注意　１　昭和56年６月１日建設省告示第1102号。
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報
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者
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住 所

土に接する部分 土に接しない部分

階

階
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用 途

構 造
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事務所名

耐力壁

屋 内

コンクリート工事施工計画報告書

事務所名

知事 大臣

方法

地上

建 築

面 積

位 部
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屋 外

　　　２　中間検査にあたっては、この計画書とともにコンクリート調合計画書も持参してください。

屋 内

下 端

屋 外

屋 外

屋 外

上 端

屋 内

屋 内

設計かぶり厚さの

最 小 値 （ ｃ ｍ )

強度試験の方法

　　　３　※印の欄には記載しないでください。

□チェックリスト等の添付により適用規定の確認がなされていること。

方法

その他必要な事項

非耐力壁

屋根板

床 板

は り

屋 内

申請者氏名
	

	手数料の別
	□建築物　□工作物　　□昇降機　□建築設備

	
	□確認申請（□計画変更）　□計画通知（□計画変更）　手数料

（構造計算適合性判定　□要　□不要）

	
	□許可　□認定　□指定　□承認　□その他　申請手数料

	
	□構造計算適合性判定手数料

	
	□中間検査　□完了検査　申請手数料

	手数料合計額
	

	※建築確認申請等受付番号
	


[image: image4.emf]第７号様式（第10条、第22条関係）

（日本工業規格Ａ列４番）

申請者等（所有者）住所

氏名 　　　　㊞

１　既存不適格工作物敷地等の概要（敷地単位）

内　容

条　項

基準時

理　由  　公共事業　　その他

（Ｄ）／（Ａ）

構　　　造

高　　　さ 　ｍ 　ｍ 　ｍ 　ｍ

数　　　量

築造面積 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

数　　　量 　台 　台 　台 　台

出　　　力 　kw 　kw 　kw 　kw

台　　　数 　台 　台 　台 　台

計

出　　　力 　kw 　kw 　kw 　kw

台　　　数 　台 　台 　台 　台

計

注意　１　３の欄については、必要な工作物の数分明示し、欄が不足すれば用紙を追加してください。

　　　　２　既存不適格工作物に係る管理者又は占有者が所有者と相違する場合は、管理者又は占有者の住所及び

　　氏名を備考欄に記入してください。

　　　　３　＊欄については、記入しないでください。　　

不適格工作物調書（建築基準法第８６条の７による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日



　　次の既存工作物を現地調査した結果、事実に相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　年　　月　　日　　調査員（建築士事務所名・氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞



法

第

 

条

第

2

項

　　　　　　　年　　　月　　　日



主要用途

種類



敷地面積

３　既存不適格工作物の概要（工作物単位）　　　Ａ



合計Ｂ＋Ｃ＝（Ｄ）



　　　年　　　月　　　日

検査済証年月日・番号



不適格事項



確認年月日・番号 着工年月日

　備考



現在（Ｂ）



　第　　　号により確認処分



＊経　　　　　　　　　　　過　　　　　　　　　　　欄

年　　　月　　　日 記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事



２　不適格事項



地域地区

敷地の地名地番

申請による増減（Ｃ）



法

第

 

条

第

1

項



基準時（Ａ）

88

88

構造計算適合性判定手数料及び構造計算適合性判定を要する場合の加算額については、別紙にはってください。

[image: image5.emf]（その２） （日本工業規格Ａ列４番）

D/A

　　m 　　m 　　m 　　m 　　m

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡ 　　㎡

注意　１　棟が複数の場合は、各棟ごとに作成してください。

    　　２　「建築基準法第52条第１項に係る不適格建築物」の欄については、車庫を含む床面積を記入してください。

  　　　３　配置図及び間取り図（縮尺200分の１程度のシングルラインで、各室の床面積が算定できるように寸法を明示し、
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部

分

作業場

車庫等



　　㎡
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　　㎡

危険物の

貯蔵又は

処理の用

途に供す

る建築物



　　㎡
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　　㎡



　　㎡

その他の

用途

(　　　　　）



　　㎡



　　㎡



　　㎡
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　　㎡

適合する部分



適合しない原

動機の出力



　kw



　kw



　kw



　kw



　kw



　台



　台



　台



　台

適合しない容

器等の容量



　L



　L



　L



　L



　L

建築基準法第５２条第

１項に係る不適格建築

物



　　㎡



　　㎡



　　㎡



　　㎡



　　㎡

その他の条項

(　　　　　　　　　　　）



その他



　 　　　不適格部分が判別できるように赤色で明示したもの）を添付してください。

検査済証年月日・番号



用　　　途



３　既存不適格建築物等の概要（棟単位）　　　　　　　　　(　　　）棟

着工年月日 構　　　造

確認年月日・番号



階　　　数



不適格の条項及び内容



建築物の高さ



基準時：Ａ 現在：Ｂ

申請による増減：Ｃ

合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ 基準時の上限

　　　公共事業　　　その他 基準時年月日 不適格の理由



自動車車庫等の面積



建築面積



延べ床面積

不適格床面積



48
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[image: image6.emf]第６号様式（第10条、第22条関係）

　（その１） （日本工業規格Ａ列４番）（その１）

申請者等（所有者）住所

氏名 ㊞

　　　　　　年　　月　　日　　調査員（建築士事務所名・氏名） ㊞

申請敷地の用途地域

D/A

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡ 　㎡

注意　１　既存不適格に係る建築物の管理者又は占有者が所有者と相違する場合は、「１　既存不適格建築物敷地等の

　　　　 概要」の備考欄に管理者又は占有者の住所及び氏名を記入してください。

　　　　２　不適格事項が複合の場合は、「不適格事項（　条）」欄を必要に応じて追加し、対象条項ごとに不適格事項を分けて

　　　　 記入してください。



不適格の条項及び内容

備　　　考



不適格事項（　　　　条）



備　　　考



　　計



Ｂ　　　棟

Ｃ　　　棟

不適格事項（　　　　条）



計



２　　　階 ３　　　階



４　　　階



２　申請等建築物の概要(敷地全体での棟単位）



申請敷地の地名地番

不適格床面積



基準時年月日



　　次の既存建築物を現地調査した結果、事実に相違ありません。



１　既存不適格建築物敷地等の概要（敷地単位）



現　　　　　在



基　　準　　時



Ａ　　　　　棟 Ｂ　　　　　棟 Ｃ　　　　　棟

Ａ　　　棟



構　　　造

工事種別

用　　　途

階　　　数



１　　　階



不適格建築物調書（建築基準法第８６条の７による）

　　　　年　　月　　日

敷地面積

建築面積



主要用途

地域地区

基準時の上限

現在：Ｂ

建ぺい率上限

延べ床面積



容積率上限

　　　公共事業　　　その他



申請等による増減：Ｃ

合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ

不適格の理由

基準時：Ａ



自動車車庫等の床面積

[image: image7.emf]裏面
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ス ﾄ
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コ

ン （ ） （ ） （ ）

ク （ ） （ ）防せい剤 （ ）

リ （ ） （ ）

ー

（ ） （ ） （ ）その他 （ ）

ﾄ

劣（ ） 塩分量 （ ） 無害骨材の使用

化 合・否（ ）

対（ ） 全アルカリ量 （ ） アルカリ総量kg/㎥以下

策（ ） （ ） 合・否（ ） 混合セメントの使用



産地・(種別)



アルカリ骨材反応

試験方法判定

合・否



アルカリ骨材反応

合・否

塩分

(％)

ガス圧接継手抜取検査

塩化物量の予測

0.30kg/㎥を超え0.60kg/㎥以下

0.30kg/㎥以下



単位水量

（kg/㎥）

設計基準

強度

(N/mm　）

調合強度

（N/mm　）

呼び強度

（N/mm　）

水セメント

比(％)

空気量

(％)

スランプ

(ｃｍ)

製造会社・工場名

粗

骨

材

産地・(種別)・最大寸法(mm.)



分



品名・(種別)・製造工場

混

和

材

料



コンク

リートの

種類

打設時期



品名・(種別)



ガ

ス

圧

接

調合計画番号

打 込 箇 所

打込年月日

打込容積(㎡)

打 込 方 法

予定試験回数

養 生 方 法

抜 取 率



セ

メ

ン

ト

細

骨

材

使

用

材

料

番

号

調

合

計

画



打設部位



打

込

計

画



細骨材率

(％)



備考

低アルカリ形セメントの使用

練り混ぜ水

その他

塩害の要因（有・無） 混　和　剤

海砂

塩害対策（有・無）

アルカリ骨材反応対策（有・無）

0.60kg/㎥を超える



試験方法(　　　　)超音波探傷法、（　　　　）超音波・引張併用、（　　　　)引張試験



工場現場までの距離・所要時間 JIS表示許可番号

km



その他

調合

床下端の鉄筋かぶり厚さ

W/C　　％、スランプ

2

2

2





（裏面）






（別紙：　構造計算適合性判定等手数料納付票）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表面

	構造計算適合性判定等手数料金額
	

	※受付年月日
	

	※受付番号
	




 



裏面






別紙（その２）

表面






裏面






第４号様式（第９条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

確認申請に関する意見書

　　年　　月　　日
香川県建築主事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町長　　　　　　　　　　　　　　印
次の申請書についての意見は、次のとおりです。

	申請書の種類
	
	受付年月日・番号
	　　　　　　　　　第　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	申請者住所氏名
	　　　　　　　市

都道府県　　　　　　　郡　　　　　町

	

	敷地の位置

	　　　　　　　市

　　　　　　　郡　　　　　町

	用途
	
	工事種別
	新築・増築・改築・移転・用途変更

大規模の修繕・大規模の模様替

	都　市　計　画　区　域　・　地　域　・　地　区
	敷地に接する道路、

道、水路等

	都市計画区域
	用途地域
	防火地域
	都市計画

施　　設
	土地区画

整　　理
	その他の
地域地区
	東
	国・県・市・町

農・指・開

その他（　　）
	　　　ｍ



	内　　　・　　　外

区域区分非設定
	 eq \o\ad(第一種低層住専,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(第二種低層住専,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(第一種中高層住専,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(第二種中高層住専,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(第一種住居,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(第二種住居,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(準住居,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(近隣商業,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(商業,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(準工業,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(工業,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(工業専用,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(指定なし,　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(防火,　　　　)
 eq \o\ad(準防火,　　　　)
法第22条

指定なし
	 eq \o\ad(有・無,　　　　　)
許可申請中

 eq \o\ad(許可済,　　　　　)
 eq \o\ad(種類,　　　　　)
(　　　   )


	 eq \o\ad(内・外,　　　　　)
許可申請中
 eq \o\ad(許可済,　　　　　)
 eq \o\ad(施行済,　　　　　)
	 eq \o\ad(高度利用地区,　　　　　　　　)
 eq \o\ad(臨港地区,　　　　　　　　)
(               )

特定用途制限地域

(　　　　　　　 )

景観地区
緑化地域
 eq \o\ad(関係なし,　　　　　　　　)
	西
	国・県・市・町

農・指・開

その他（　　）
	　　　ｍ



	
	
	
	
	
	
	南
	国・県・市・町

農・指・開

その他（　　）
	　　　ｍ



	 eq \o\ad(開発許可,　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	

	 eq \o\ad(要・不要,　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(許可済,　　　　　　　　　)

 eq \o\ad(許可申請中,　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	北
	国・県・市・町

農・指・開

その他（　　）
	　　　ｍ



	
	
	建ぺい率
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	位置

指定
	第　　　　　号

年　　月　　日

	60条証明
	
	
	
	
	
	
	

	 eq \o\ad(要・不要,　　　　　　　　　)
	
	 eq \o\ad(容積率,　　　　)
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	開発
	第　　　　　号

年　　月　　日

	建築基準関係規定に関する意見
	道路関係都市計画に関する意見
	
	終末

処理

区域
	内 　・　 外

	
	その他の意見
	

	（備考）




	工場・事業調書

	建築等の場所
	eq \o \ac(\s \up 6(市),\s \up-6(郡))市郡　　　　　　　　町　　　　　　　　

	地域地区
	
	
	工場名
	
	

	原動機を
使用する作業場
	
	申請部分
	申請部分以外の部分
	合計

	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	延べ面積
	㎡
	㎡
	㎡

	物品の製造、
処理又は加工
	原料の種類
	製造、処理又は加工の別

	
	
	
	

	製品の最大貯蔵量又は最大処理量
	
	
	

	原動機
	
	種　　　　　　　　類
	出力のキロワット数
	台　　　　　　数

	
	申請
	
	
	ＫＷ
	台

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	既存
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	

	機械設備
	名　　　　　称
	既存台数
	申請台数
	合　　　　　　計

	
	
	台
	台
	台

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	危険物の貯蔵又は処理
	種　　　　　類
	貯蔵又は処理の別
	 eq \o\ad(数量又は容量,　　　　　　　　　　　　)数量又は容量

	
	
	
	既存
	申請
	合計

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


第５号様式（第９条、第22条関係）

　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）







第10号様式（第14条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）
	意見聴取請求書

　建築基準法第　条第　項の規定により、公開による意見の聴取を行うことを請求します。
　　　　　　年　　月　　日
　香川県知事　　　　　殿

請求者　住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　㊞
注意　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。


第11号様式（第15条関係）
　（木版）
	
	
	建築基準法による命令の公示
　建　築　場　所
　命令を受けた者
　 eq \o\ad(の住所氏名,　　　　　　　)の住所氏名
　この　　　　　　　　は、建築基準法に違反しているので
　　　　　　　　　　　　　　　　　を命ずる。
　なお
１　この標識を eq \o(\s\up 9(き),毀)毀棄したものは、公文書 eq \o(\s\up 9(き),毀)毀棄罪で罰せられます。
２　この命令に違反して、この　　　　　　　の工事を行った者は、罰せられます。
３　　　　　　　　　　の供給を保留するよう電気事業者等に通知してあります。
　　　　　　年　　月　　日
香川県知事　　　　　　　　　　

	72㎝
	

	
	
	

	
	
	
	51㎝
	

	
	
	
	
	


第12号様式（第18条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

建築物等廃止（休止）届出書

建築基準法第12条第１項又は第３項の規定の適用を受ける建築物又は建築設備の廃止（休止）をしたので、建築基準法施行細則第18条第４項の規定により届け出ます。
　香川県知事　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
届出者　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（法人にあっては、その主たる事務所の所在地、

名称及び代表者の氏名）

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
	１　所有者の住所・氏名
	

	２　管理者の住所・氏名
	

	３　建築物等の概要
	所在地
	

	
	名　称
	

	
	用　途
	


	
	規模等
	

	４
	確認済証交付者

確認年月日及び番号
	　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　　　号

	５
	検査済証交付者

検査済証交付年月日及び番号
	　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　　　号

	６
	前回調査年月日
	　　　年　　月　　日

	７　建築物等の状況
	□廃止（□解体撤去　□滅失）　□休止

	８　７の状況に至った年月日
	　　　　年　　月　　日

	９　廃止（休止）の理由
	

	10　廃止年月日又は

休止期間
	廃止年月日：　　　年　　月　　日
休止期間：　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日

	11　その他必要な事項
	

	※受付欄
	


　注意　１　※欄は記入しないでください。

２　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。
第13号様式（第18条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

昇降機等廃止（休止）届出書

建築基準法第12条第３項の規定の適用を受ける昇降機又は昇降機等の廃止（休止）をしたので、建築基準法施行細則第18条第５項の規定により届け出ます。
　香川県知事　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
届出者　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（法人にあっては、その主たる事務所の所在地、

名称及び代表者の氏名）

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
	１　所有者の住所・氏名
	

	２　管理者の住所・氏名
	

	３　建築物等の概要
	所在地
	

	
	名　称
	

	
	用　途
	

	
	規模等
	

	４
	確認済証交付者

確認年月日及び番号
	　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　　　号

	５
	検査済証交付者

検査済証交付年月日及び番号
	　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　　　号

	６
	前回調査年月日
	　　　年　　月　　日

	７　昇降機等の概要
	種類
	

	
	用途
	

	
	積載量・定員
	

	
	定格速度
	

	
	整理番号
	

	８　昇降機等の状況
	□廃止（□解体撤去　□滅失）　□休止

	９　８の状況に至った年月日
	　　　　年　　月　　日

	10　廃止（休止）の理由
	

	11　廃止年月日又は

休止期間
	廃止年月日：　　　年　　月　　日
休止期間：　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日

	12　その他必要な事項
	


	※受付欄
	


　注意　１　※欄は記入しないでください。

２　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

第14号様式（第19条、第20条関係）
（日本工業規格Ａ列４番）
	　　正
	道路位置指定（変更・廃止）申請書
	

	　建築基準法第42条第１項第５号の規定による道路の位置の指定（変更・廃止）を申請します。この申請書及び添付図面に記載の事項は、事実に相違ありません。
　　　　　　年　　月　　日
　香川県知事　　　　　殿
申請者氏名　　　　　　　　eq \o(○,印)印　

	１
	申請者住所
氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　電話　　　　　番　

	２
	代理人住所
氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　電話　　　　　番　

	３
	地名
地番
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	４
	土地所有者
住所氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	５
	申請理由
	

	※
	受付欄
	年　　　月　　　日　　　第　　　　号　　係員印　

	指　　　定
※
(変更・廃止)
	年　　　月　　　日　　　第　　　　号　　係員印　

	注意　１　※印のある欄は、記入しないでください。
　　　２　数字は、算用数字を用いてください。
　　　３　５欄は、できるだけ具体的に書いてください。
　　　４　指定（変更・廃止）は、該当しないものは抹消してください。
　　　５　建築基準法施行細則第19条に掲げる図書又は書面を添付してください。
　　　６　申請者の氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。


（日本工業規格Ａ列４番）
	　　副
	道路位置指定（変更・廃止）申請書
	

	１
	申請者住所
氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　電話　　　　　番　

	２
	代理人住所
氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　電話　　　　　番　

	３
	地名
地番
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	４
	土地所有者
住所氏名
	市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町　　　　　　　　　　　　　　　
郡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	５
	申請理由
	

	指　　　定
※
(変更・廃止)
	　建築基準法第42条第１項第５号の規定によるこの道路の位置の
指定（変更・廃止）をしたので通知します。

	通　知　欄
	
	年　　　月　　　日　　第　　　　号　　　　　　　
香川県知事　　　　　　　　印　

	注意　１　※印のある欄は、記入しないでください。
　　　２　数字は、算用数字を用いてください。
　　　３　５欄は、できるだけ具体的に書いてください。
　　　４　指定（変更・廃止）は、該当しないものは抹消してください。
　　　５　建築基準法施行細則第19条に掲げる図書又は書面を添付してください。


第15号様式（第19条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列２番）
道路の位置の指定申請添付図面
※　整理番号　　第　　　　　号

	　付近見取図　　　　　　　　　標準横断面図　　　　　　構造図

　（指定道路の地名地番　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　縦断面図


	　　　　　　　　　指定

　道路の位置の　　変更　　　台帳

　　　　　　　　　廃止

	
	※ eq \o\ad(告示番号,　　　　　)
	香川県告示第　　　　号

	
	※告示年月日
	　　年　　月　　日

	
	※ eq \o\ad(指定番号,　　　　　)
	　　　　第　　　　　号

	
	※指定年月日
	　　年　　月　　日

	
	※指定道路の位置
	

	
	
	凡　　　　　例
	

	　地籍図又は実測図　　　　　　　　　　　　　　公図の写し


	
	方位
	
	既存道路
	
	

	
	
	下水
	
	予定する道路の位置
	
	

	
	
	へい
	
	既に指定された道路の位置
	
	

	
	
	主要出入口
	 
	（指定年月日及び番号並び
	
	

	
	
	井戸
	
	に延長を記入すること。）
	
	

	
	
	生垣
	　
	
	
	

	
	
	予定建築物
	
	変更又は廃止される道路
	
	

	
	
	既存建築物
	
	申請道路の位置
	
	

	
	
	敷地界
	
	用水路
	
	

	
	
	地番外
	
	計画街路
	
	

	
	
	側溝
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	注意　１　申請道路の幅員及び長さの単位は、メートル（小数点第２位まで）としてください。

２　図面は付近見取図、標準横断面図、縦断面図、構造図、地籍図又は実測図及び公図の写しを記載してください。

３　付近見取図は、地籍図と方位を一致させてください。

４　公図の写しには、申請道路及び造成敷地を色分けして明示してください。

５　図面はこの用紙を使用し、この用紙に記入できないときは、別の用紙に黒インキ等で記入してください。

６　凡例中、既に指定された道路の位置は、指定道路が接続する既存指定道路について記入してください。

７　※印は、記入しないでください。

	
	図面作成者

 eq \o\ad(住所氏名,　　　　　)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


第16号様式（第19条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

	道路の位置の指定に関する添付調書


	 eq \o\ad(道路の幅員,　　　　　　　　　　　)

	
	転回広場

	ケ所



	 eq \o\ad(道路の延長,　　　　　　　　　　　)

	
	指定道路の面積
（すみ切り、転回
広場等を含む。）
	㎡

	 eq \o\ad(道路の地目,　　　　　　　　　　　)

	
	宅地造成面積
（指定道路の
面積を含む。）
	㎡

	 eq \o\ad(道路の地名地番,　　　　　　　　　　　)

	

	 eq \o\ad(土地の所有者,　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(住所氏名,　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(土地の権利者,　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(住所氏名,　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(土地における建築物,　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(工作物の権利者,　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(住所氏名,　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(地形状特記すべき事項,　　　　　　　　　　　)

	


注意　１　道路の地名地番欄は、指定道路となるべき土地の地名地番を土地の登記事項証明書に記載されているとおりに記入してください。

　　２　宅地造成面積欄の記載にあたっては、開発許可における造成面積の算定基準に従ってください。
第17号様式（第19条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

	道路の位置の指定（変更・廃止）に関する承諾書



	　この申請について、建築基準法第42条第１項第５号の規定

による道路の位置の指定（変更・廃止）を承諾します。
	 eq \o\ad(道路の,　　　　)
地名地番
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿
	申請者の

住所氏名


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞



	
	 eq \o\ad(地名・地番,　　　　　　　　)
	承　諾　者　住　所
	 eq \o\ad(承諾者氏名,　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(権利の内容,　　　　　　)
	承諾印

	承

諾

欄


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


第18号様式（第20条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

道路築造工事完了届

	※受付欄

	　　年　　月　　日

	第　　　　　　　　号


　　　　年　　月　　日

香川県知事　　　殿
申請者　住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（法人にあっては、その主たる事務所の所

在地、名称及び代表者の氏名）
　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　
	完了した道路の
地名地番
	　　　　　市

　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　番地

　　　　　郡

	築造完了年月日
	　　年　　月　　日

	連絡事項
	検査希望日時　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　時




注意　１　※印は、記入しないでください。

　　　２　連絡事項欄には、検査希望日時その他連絡事項を記入してください。

　　　３　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。
第19号様式（第23条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本工業規格Ａ列４番）

認定申請書

（第一面）

　建築基準法施行条例第　　条第　　項　　の規定による認定を申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

香川県知事　　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　 ㊞

	【１　申請者】

　【ア　氏名のﾌﾘｶﾞﾅ】

【イ　氏名】

【ウ　郵便番号】

【エ　住所】

【オ　電話番号】

	【２　設計者】

【ア　資格】　　　　　 （　　　）建築士　（　　　　　　　　）登録第　　　　号

【イ　氏名】

　【ウ　建築士事務所名】 （  　　）建築士事務所（　　　　）知事登録第　　　　号

【エ　郵便番号】

【オ　所在地】

【カ　電話番号】


	· 受付欄


	· 認定番号欄


	· 備考欄



　注意　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

（第二面）

建築物及びその敷地に関する事項

	【１　地名地番】

	【２　住居表示】

	【３　防火地域】　　□防火地域　　　□準防火地域　　　□指定なし

	【※４　その他の区域、地域、地区、街区】

	【５　道路】

　【ア　幅員】

　【イ　敷地と接している部分の長さ】

	【６　敷地面積】

　【ア　敷地面積】　(1)(           　  )( 　            )(　             )( 　           )

    　        (2)(           　  )(　             )( 　            )( 　           )　

　【イ　用途地域等】   (             　)(  　           )(   　          )(   　         )

【ウ　建築基準法第52条第１項の規定による建築物の容積率】

　　　　　　　　　 (         　    )( 　            )( 　            )(   　         )

　【エ　建築基準法第53条第１項の規定による建築物の建ぺい率】

　      　  　　　　 (            　 )( 　            )( 　            )(  　          )

　【オ　敷地面積の合計】　(1)

　　　　　　　　　　　　  (2)

　【カ　敷地に建築可能な延べ面積を敷地面積で除した数値】

　【キ　敷地に建築可能な建築面積を敷地面積で除した数値】

　【ク　備考】

	【７　主要用途】　（区分　　　　　　　）

	【８　工事種別】

   □新築  □増築  □改築  □移転  □用途変更  □大規模の修繕  □大規模の模様替

	【９　建築面積】　　　　　（申請部分　　　　　）（申請以外の部分 　　）（合計　　　　　　 ）

　【ア　建築面積】　　　　 (   　        　　 ）（    　　           ）（                 ）

　【イ　建ぺい率】

	【10　延べ面積】          （申請部分　　     ）（申請以外の部分    ）（合計　　　    　 ）

　【ア　建築物全体】       （　　　  　     　）（                  ）（                 ）

　【イ　地階の住宅の部分】 （                 ）（                  ）（                 ）

  【ウ　共同住宅の共用の廊下等の部分】

　　　　　　　　　　　　　 （                 ）（                  ）（                 ）

  【エ　自動車車庫等の部分】（　　　　　　　　 ）（                  ）（                 ）

  【オ　住宅の部分】　　　 （                 ）（                  ）（                 ）

　【カ　延べ面積】　　　　 （                 ）（                  ）（                 ）

　【キ　容積率】

	【11　建築物の数】

　【ア　申請に係る建築物の数】

　【イ　同一敷地内の他の建築物の数】

	【12　工事着手予定年月】　　　　　　　年　　　月

	【13　工事完了予定年月】　　　　　　　年　　　月

	【14　その他必要な事項】



	【15　備考】




（第三面）

建築物別概要

	【１　番号】

	【２　工事種別等】　　□新築  □増築  □改築  □移転  □用途変更 

　　　　　　　　　　  □大規模の修繕  □大規模の模様替　□既設

	【３　構造】　　　　　　　　　造　　　一部　　　　　　　　　造

	【４　高さ】

　【ア　最高の高さ】

　【イ　最高の軒の高さ】

	【５　用途別床面積】

　　 　（用途の区分）（具体的な用途の名称）（申請部分　）（申請以外の部分）（合計　　　）

　【ア】（　　 　 　）（　　　　　　　  　）（　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　）

  【イ】（　　　　　）（　　　　　　　  　）（　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　）

  【ウ】（　　　　　）（　　　　　　　　  ）（　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　）

  【エ】（　　　　　）（　　　　　　　　  ）（　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　）

  【オ】（　　　　　）（　　　　　　　　  ）（　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　）

	【６　その他必要な事項】



	【７　備考】




(注意）

１　各面共通関係

　①　※印のある欄は、記入しないでください。

　②　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

２　第一面関係

　①　申請者の氏名の記載を自署で行う場合においては、押印を省略することができます。

  ②　申請者が２以上のときは、１欄は代表となる申請者について記入し、別紙に他の申請者についてそれぞれ必要な事項を記入して添えてください。

　③　２欄は、設計者が建築士事務所に属しているときはその名称を書き、建築士事務所に属していないときは所在地は設計者の住所を書いてください。

　④　設計者が２以上のときは、２欄は代表となる設計者について記入し、別紙に他の設計者について棟別にそれぞれ必要な事項を記入して添えてください。

３　第二面関係

　①　住居表示が定まつているときは、２欄に記入してください。

　②　３欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。なお、建築物の敷地が防火地域、準防火地域又は指定のない区域のうち２以上の地域又は区域にわたるときは、それぞれの地域又は区域について記入してください。

　③　５欄は、建築物の敷地が２メートル以上接している道路のうち最も幅員の大きなものについて記入してください。

　④　６欄の｢ア｣(1)は、建築物の敷地が、２以上の用途地域若しくは高層住居誘導地区、建築基準法第52条第１項第１号から第６号までに規定する容積率の異なる地域、地区若しくは区域又は同法第53条第１項第１号から第４号までに規定する建ぺい率若しくは高層住居誘導地区に関する都市計画において定められた建築物の建ぺい率の最高限度の異なる地域、地区若しくは区域（以下「用途地域が異なる地域等」という。）にわたる場合においては、用途地域が異なる地域等ごとに、それぞれの地域等に対応する敷地の面積を記入してください。「ア」(2)は、同法第52条第９項の規定を適用する場合において、同条第10項の規定に基づき、「ア」(1)で記入した敷地面積に対応する敷地の部分について、建築物の敷地のうち前面道路と壁面線又は壁面の位置の制限として定められた限度の線との間の部分を除いた敷地の面積を記入してください。

　⑤　６欄の「イ」、「ウ」及び「エ」は、「ア」に記入した敷地面積に対応する敷地の部分について、それぞれ記入してください。

　⑥　６欄の「オ」(1)は、「ア」(1)の合計とし、「オ」(2)は、「ア」(2)の合計とします。

　⑦　建築物の敷地が、建築基準法第52条第５項若しくは第６項に該当する場合又は同条第９項の規定が適用される場合においては、６欄の「カ」に、同条第５項若しくは第６項の規定に基づき定められる当該建築物の容積率又は同条第９項の規定が適用される場合における当該建築物の容積率を記入してください。

　⑧　建築物の敷地が建築基準法第53条第２項若しくは同法第57条の２第２項に該当する場合又は建築物が同法第53条第３項、第５項若しくは第６項に該当する場合においては、６欄の「キ」に、同条第２項、第３項、第５項又は第６項の規定に基づき定められる当該建築物の建ぺい率を記入してください。

　⑨　７欄は、別添の表の用途の区分に従い対応する記号を記入した上で、主要用途をできるだけ具体的に書いてください。

　⑩　８欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

　⑪　10欄の「イ」は、建築物の地階でその天井が地盤面からの高さ１メートル以下にあるものの住宅の用途に供する部分の床面積を記入してください。

　⑫　共同住宅については、10欄の「イ」の床面積は、その地階の住宅の用途に供する部分の床面積から、その地階の共用の廊下又は階段の用に供する部分の床面積を除いた面積とします。

　⑬　10欄の「ウ」は、共同住宅の共用の廊下又は階段の用に供する部分の床面積を記入してください。

　⑭　10欄の「エ」は、自動車車庫その他の専ら自動車又は自転車の停留又は駐車のための施設（誘導車路、操車場所及び乗降場を含む。）の用途に供する部分の床面積を記入してください。

　⑮　10欄の「カ」の延べ面積及び「キ」の容積率の算定の基礎となる延べ面積は、各階の床面積の合計から「イ」に記入した床面積（この面積が敷地内の建築物の住宅の用途に供する部分の床面積の合計の３分の１を超える場合においては、敷地内の建築物の住宅の用途に供する部分の床面積の合計の３分の１の面積）、「ウ」に記入した床面積及び「エ」に記入した床面積（この面積が敷地内の建築物の各階の床面積の合計の５分の１を超える場合においては、敷地内の建築物の各階の床面積の合計の５分の１の面積）を除いた面積とします。また、建築基準法第52条第９項の規定を適用する場合においては、「キ」の容積率の算定の基礎となる敷地面積は、６欄「オ」(2)によることとします。

　⑯　６欄の「ウ」、「エ」、「カ」及び「キ」、９欄の「イ」並びに10欄の「キ」は、百分率を用いてください。

　⑰　ここに書き表せない事項で特に認定を受けようとする事項は、14欄又は別紙に記載して添えてください。

４　第三面関係

　①　この書類は、建築物ごとに作成してください。

　②　この書類に記載する事項のうち、５欄の事項については、別紙に明示して添付すれば記載する必要はありません。

　③　１欄は、建築物の数が１のときは「１」と記入し、建築物の数が２以上のときは、建築物ごとに通し番号を付し、その番号を記入してください。

　④　２欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

　⑤　５欄は、別添の表の用途の区分に従い対応する記号を記入した上で、用途をできるだけ具体的に書き、それぞれの用途に供する部分の床面積を記入してください。

　⑥　ここに書き表せない事項で特に認定を受けようとする事項は、６欄又は別紙に記載して添えてください。
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(割印)





香川県証紙欄


（消印してはならない。）





(割印)





香川県証紙欄


（消印してはならない。）





(割印)





香川県証紙欄


（消印してはならない。）





（注意）　構造計算適合性判定手数料及び構造計算適合性判定を要する場合の加算額については、この様式にはって


ください。





(割印)





香川県証紙欄


（消印してはならない。）





(割印)





�
�






香川県証紙欄


（消印してはならない。）





(注意)　１　※欄は、記入しないでください。





　２　証紙は、欄内にはってください。はれないときは、裏面又は別紙にはってください。別紙にはるときは、





　　割印をしてください。





(割印)





香川県証紙欄


（消印してはならない。）





(本様式を申請書の最終面に追加し、申請者の割印を押してください。)
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第９号様式

		

				第９号様式（第12条関係） ダイゴウヨウシキダイジョウカンケイ

				　表面 オモテメン																																																																																		（日本工業規格Ａ列４番） ニホンコウギョウキカクレツバン

				コンクリート工事施工結果報告書 コウジセコウケッカホウコクショ

										殿 ドノ																																																														年 ネン						月 ツキ						日 ヒ

				報告者 ホウコクシャ		建築主 ケンチクヌシ				氏　名 シナ																																		住所 ジュウショ

																																										印 イン																										電 デン				話 ハナシ

						工事監理者 コウジカンリシャ				（				）		級建築士 キュウケンチクシ														（						）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										氏 シ				名 メイ																										印 イン				事務所名 ジムショメイ

										住 ジュウ				所 ショ																																										電 デン				話 ハナシ

						施工者 セコウシャ				会 カイ		社 シャ		名 メイ																										代 ダイ		表 ヒョウ		者 シャ																																								印 イン

										建設業の許可 ケンセツギョウキョカ														（		大臣 ダイジン				・		知事 チジ				）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										住 ジュウ				所 ショ

				設計者 セッケイシャ						（				）		級建築士 キュウケンチクシ														（						）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										氏 シ				名 メイ																										印 イン				事務所名 ジムショメイ

										住 ジュウ				所 ショ																																										電 デン				話 ハナシ

				建築工事名 ケンチクコウジメイ

				建築場所 ケンチクバショ

				確　　　認 アキラシノブ						確認年月日 カクニンネンガッピ																				年 ネン						月 ツキ						日 ヒ												確認番号 カクニンバンゴウ										第 ダイ																				号 ゴウ

										計画変更年月日 ケイカクヘンコウネンガッピ																				年 ネン						月 ツキ						日 ヒ												確認番号 カクニンバンゴウ										第 ダイ																				号 ゴウ

				建築物の概要 ケンチクブツガイヨウ						敷地 シキチ																										建築 ケンチク																										延べ ノ

										面積 メンセキ																						㎡				面積 メンセキ																						㎡				面積 メンセキ																						㎡

										階数 カイスウ						地上 チジョウ																階 カイ				主要 シュヨウ																										構造 コウゾウ

																地下 チカ																階 カイ				用途 ヨウト

				計画報告書 ケイカクホウコクショ								提出済 テイシュツズ																						提出日 テイシュツビ						（										年 ネン						月 ガツ						日 ニチ		）

				強度試験の方法 キョウドシケンホウホウ						計画調合の試験 ケイカクチョウゴウシケン														方法 ホウホウ						告示第1102号 コクジダイゴウ												(注３) チュウ				供試体の養生方法 キョウタメシカラダヨウジョウホウホウ

										強度確認の試験 キョウドカクニンシケン														方法 ホウホウ						告示第1102号 コクジダイゴウ												(注３) チュウ				供試体の養生方法 キョウタメシカラダヨウジョウホウホウ

				＜配　筋　検　査＞　　　設計かぶり厚さの
最小値（ｃｍ) ハイキンケンサセッケイアツサイショウチ						部 ブ				位 クライ				土に接しない部分 ツチセッブブン																																												土に接する部分 ツチセッブブン

												柱 ハシラ						屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										屋根板 ヤネイタ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										床板 ユカイタ								下端 カタン																						上端 ジョウタン

										はり								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										耐力壁 タイリョクヘキ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										非耐力壁 ヒタイリョクヘキ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

				その他必要な事項 タヒツヨウジコウ						□チェックリスト等の添付により適用規定の確認がなされていること。 ナドテンプテキヨウキテイカクニン

				注意　１　中間検査にあたっては、この報告書とともにコンクリート工事関係の報告書等（構造体コンクリ
　　　　ートの圧縮強度試験結果報告書、ミルシート、圧接部試験結果報告書等）を持参してください。 チュウイナド

				　　　２　中間検査にあたっては、塩化物量測定の測定結果報告書を持参し、塩化物測定結果欄には、この
　　　　うち最も不利な最大値を記載してください。

				　　　３　中間検査にあたっては、指定の方法で行った圧縮強度試験（昭和56年６月１日建設省告示第1102
　　　　号）の試験結果報告書を持参し、構造体コンクリートの圧縮強度試験欄には、所定の計算による平
　　　　均値を記載してください。 コウゾウタイタイラ
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第９号裏面

						裏面 リメン

				使用材料 シヨウザイリョウ		変更の有無 ヘンコウウム										無 ナシ				有 アリ				変更有の場合は、変更前・変更後を併記すること（変更前→変更後） ヘンコウアリバアイヘンコウマエヘンコウゴヘイキヘンコウマエヘンコウゴ

						セメント		品名・(種別)・製造工場																		混和材料 コンワザイリョウ		品名・(種別)																								レディミクスト		コンクリート		製造会社・工場名 セイゾウカイシャコウジョウメイ

																																																								JIS表示許可番号 ヒョウジキョカバンゴウ																								工場現場までの距離・所要時間 コウジョウゲンバキョリショヨウジカン

																																																																																										km														分 フン

						細骨材 サイコツザイ		産地・(種別) サンチシュベツ																												塩分
(％) エンブン						アルカリ骨材反応
試験方法判定 コツザイハンノウシケンホウホウハンテイ																				粗骨材 ソコツザイ				産地・(種別)・最大寸法(mm) サンチシュベツサイダイスンポウ																								アルカリ骨材反応 コツザイハンノウ

				打込結果 ウチコミケッカ		調合計画番号 チョウゴウケイカクバンゴウ

						打込箇所 ウチコミカショ

						打込年月日 ウチコミネンガッピ

						コンクリートの種類 シュルイ

						設計基準強度（N/mm　） セッケイキジュンキョウド

						調合強度（N/mm　） チョウゴウキョウド

						呼び強度（N/mm　） ヨキョウド

						調合強度の試験結果(N/mm） チョウゴウキョウドシケンケッカ

						強度確認の試験結果(N/mm） キョウドカクニンシケンケッカ

						ス　　ラ　　ン　　プ（cm）

						空　　　　気　　　　量（％） ソラキリョウ

						温　　　　　　　　　　度（℃） アツシド

						塩化物測定結果（kg/㎥） エンカブツソクテイケッカ

						使用塩化物測定器 シヨウエンカブツソクテイキ

						供試体養生方法 キョウタメシタイヨウジョウホウホウ

						圧縮強度試験所名称 アッシュクキョウドシケンショメイショウ

						構造体コンクリートの圧縮強度試験　　　　（kgf/㎠） コウゾウタイアッシュクキョウドシケン																7				日 ニチ

																						28				日 ニチ

																										日 ニチ

				ガス圧接 アッセツ		ガス圧接継手抜取検査試験方法検査結果 アッセツツギテヌキトリケンサシケンホウホウケンサケッカ

						（左：抜取検査 右：外観検査） ヒダリヌキトリケンサミギガイカンケンサ

				考察 コウサツ		強度試験結果について キョウドシケンケッカ																										塩化物測定結果について エンカブツソクテイケッカ																										ガス圧接継手について アッセツツギテ																										備考 ビコウ

						アルカリ骨材反応対策について コツザイハンノウタイサク																																						運搬・打込作業状況について ウンパンウチコミサギョウジョウキョウ

						打設後のコンクリート養生について ダセツゴヨウジョウ																																						その他（骨材の品質、不具合の処置等 タコツザイヒンシツフグアイショチトウ
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第８号裏面

						裏面

				使用材料 シヨウザイリョウ		セメント		品名・(種別)・製造工場																		混和材料 コンワザイリョウ		品名・(種別)																		レ		コ		製造会社・工場名 セイゾウカイシャコウジョウメイ

																																														デ		ン

																																														ィ		ク

																																														ミ		リ		JIS表示許可番号 ヒョウジキョカバンゴウ																		工場現場までの距離・所要時間 コウジョウゲンバキョリショヨウジカン

																																														ク		ー

																																														ス		ﾄ																														km														分 フン

																																														ﾄ

						細骨材 サイコツザイ		産地・(種別) サンチシュベツ																								塩分
(％) エンブン						アルカリ骨材反応 コツザイハンノウ												粗骨材 ソコツザイ		産地・(種別)・最大寸法(mm.) サンチシュベツサイダイスンポウ																								アルカリ骨材反応
試験方法判定 コツザイハンノウシケンホウホウハンテイ

																																						合・否 ゴウヒ																																						合・否 ゴウヒ

				調合計画 チョウゴウケイカク		番号 バンゴウ		打設部位 ダセツブイ										打設時期 ダセツジキ								コンクリートの種類 シュルイ						設計基準強度
(N/mm　） セッケイキジュンキョウド								調合強度
（N/mm　） チョウゴウキョウド								呼び強度
（N/mm　） ヨキョウド								スランプ(ｃｍ)						空気量(％) クウキリョウ						水セメント比(％) ミズヒ								単位水量（kg/㎥） タンイスイリョウ								細骨材率(％) サイコツザイリツ

						1

						2

						3

						4

						5

						6

						7

				打込計画 ウチコミケイカク		調合計画番号 チョウゴウケイカクバンゴウ

						打込箇所 ウチコミカショ

						打込年月日 ウチコミネンガッピ

						打込容積(㎡) ウチコミヨウセキ

						打込方法 ウチコミホウホウ

						予定試験回数 ヨテイシケンカイスウ

						養生方法 ヨウジョウホウホウ

				ガス圧接 アッセツ		ガス圧接継手抜取検査 アッセツツギテヌキトリケンサ																				試験方法(　　　　)超音波探傷法、（　　　　）超音波・引張併用、（　　　　)引張試験 シケンホウホウチョウオンパタンショウホウチョウオンパヒッパリヘイヨウヒパシケン

						抜取率 ヌキトリリツ

				コ		塩化物量の予測 エンカブツリョウヨソク																																塩害対策（有・無） エンガイタイサクアリナシ																																		備考 ビコウ

				ン		（				）		0.30kg/㎥以下 イカ																										（				）		調合 チョウゴウ								（		W/C　　％、スランプ																）

				ク		（				）		0.30kg/㎥を超え0.60kg/㎥以下 コリッポウメートルイカ																										（				）		防せい剤 ボウザイ								（																		）

				リ		（				）		0.60kg/㎥を超える コ																										（				）		床下端の鉄筋かぶり厚さ ユカカタンテッキンアツ

				ー		（				）		その他 タ						（								）												（				）		その他 タ								（																		）

				ﾄ		塩害の要因（有・無） エンガイヨウインアリナシ																								混　和　剤 コンワザイ												アルカリ骨材反応対策（有・無） コツザイハンノウタイサクアリナシ

				劣 レツ		（				）		海砂 ウミズナ																		塩分量 エンブンリョウ												（						）		無害骨材の使用 ムガイコツザイシヨウ

				化 カ																																合 ゴウ		・		否 ヒ		（						）		低アルカリ形セメントの使用 テイケイシヨウ

				対 タイ		（				）		練り混ぜ水 ネマミズ																		全アルカリ量 ゼンリョウ												（						）		アルカリ総量kg/㎥以下 ソウリョウイカ

				策 サク		（				）		その他 タ										（						）								合 ゴウ		・		否 ヒ		（						）		混合セメントの使用 コンゴウシヨウ
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第７号様式

		第７号様式（第10条、第22条関係） ダイゴウヨウシキダイジョウダイジョウカンケイ

																												（日本工業規格Ａ列４番） ニホンコウギョウキカクレツバン

				不適格工作物調書（建築基準法第８６条の７による） コウサク

				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日 ネンガツニチ

																申請者等（所有者）住所 トウ

																氏名												　　　　㊞

				　　次の既存工作物を現地調査した結果、事実に相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツギキソンコウサクブツゲンチチョウサケッカジジツソウイ

				　　　　　　　年　　月　　日　　調査員（建築士事務所名・氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ ネンガツヒチョウサインケンチクシジムショメイシメイ

				１　既存不適格工作物敷地等の概要（敷地単位） キソンフテキカクコウサクブツシキチトウガイヨウシキチタンイ																		２　不適格事項 フテキカクジコウ

				地域地区 チイキチク																		内　容 ウチカタチ

				敷地の地名地番 シキチチメイチバン																		条　項 ジョウコウ

				主要用途 シュヨウヨウト																		基準時 キジュンジ		　　　年　　　月　　　日 ネンツキヒ

				敷地面積 シキチメンセキ																		理　由 リヨシ		　公共事業　　その他 コウキョウジギョウタ

				３　既存不適格工作物の概要（工作物単位）　　　Ａ キソンフテキカクコウサクブツガイヨウコウサクブツタンイ

				確認年月日・番号 カクニンネンガッピバンゴウ														着工年月日 チャッコウネンガッピ

				検査済証年月日・番号 ケンサズショウネンガッピバンゴウ														不適格事項 フテキカクジコウ

				種類 シュルイ						基準時（Ａ） キジュンジ				現在（Ｂ） ゲンザイ				申請による増減（Ｃ） シンセイゾウゲン				合計Ｂ＋Ｃ＝（Ｄ） ゴウケイ						（Ｄ）／（Ａ）

				法第 条第1項 ホウダイジョウダイコウ				構　　　造 カマエヅクリ

								高　　　さ タカ				　ｍ				　ｍ				　ｍ						　ｍ

								数　　　量 カズリョウ

				法第 条第2項 ホウダイジョウダイコウ				築造面積 チクゾウメンセキ				　㎡				　㎡				　㎡						　㎡

								数　　　量 カズリョウ				　台 ダイ				　台 ダイ				　台 ダイ						　台 ダイ

								出　　　力 デチカラ				　kw				　kw				　kw						　kw

								台　　　数 ダイカズ				　台 ダイ				　台 ダイ				　台 ダイ						　台 ダイ

								計 ケイ

								出　　　力 デチカラ				　kw				　kw				　kw						　kw

								台　　　数 ダイカズ				　台 ダイ				　台 ダイ				　台 ダイ						　台 ダイ

								計 ケイ

				　備考 ビコウ

				＊経　　　　　　　　　　　過　　　　　　　　　　　欄 キョウカラン

				年　　　月　　　日 ネンツキヒ						記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事 キコト

				　　　　　　　年　　　月　　　日 ネンガツヒ						　第　　　号により確認処分 ダイゴウカクニンショブン

				注意　１　３の欄については、必要な工作物の数分明示し、欄が不足すれば用紙を追加してください。 チュウイランヒツヨウコウサクブツスウブンメイジランフソクヨウシツイカ

				　　　　２　既存不適格工作物に係る管理者又は占有者が所有者と相違する場合は、管理者又は占有者の住所及び キソンフテキカクコウサクブツカカカンリシャマタセンユウシャショユウシャソウイバアイカンリシャマタセンユウシャ

						　　氏名を備考欄に記入してください。 シメイビコウランキニュウ

				　　　　３　＊欄については、記入しないでください。　　 ランキニュウ
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第８号様式

		

				第８号様式（第12条関係） ダイゴウヨウシキダイジョウカンケイ

				　表面 オモテメン																																																																																		（日本工業規格Ａ列４番） ニホンコウギョウキカクレツバン

																								コンクリート工事施工計画報告書 コウジセコウケイカクホウコクショ

										殿 ドノ																																																														年 ネン						月 ツキ						日 ヒ

				報告者 ホウコクシャ		建築主 ケンチクヌシ				氏　名 シナ																																		住所 ジュウショ

																																																																				電 デン				話 ハナシ

						工事監理者 コウコトランリシャ				（				）		級建築士 キュウケンチクシ														（						）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										氏 シ				名 メイ																														事務所名 ジムショメイ

										住 ジュウ				所 ショ																																										電 デン				話 ハナシ

						施工者 シコウシャ				会 カイ		社 シャ		名 メイ																										代 ダイ		表 ヒョウ		者 シャ

										建設業の許可 ケンセツギョウキョカ														（		大臣 ダイジン				・		知事 チジ				）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										住 ジュウ				所 ショ

				設計者 セツケイシャ						（				）		級建築士 キュウケンチクシ														（						）		登 ノボル		録				第 ダイ																				号 ゴウ

										氏 シ				名 メイ																														事務所名 ジムショメイ

										住 ジュウ				所 ショ																																										電 デン				話 ハナシ

				建　築　工　事　名 ケンチクコウコトメイ

				建　　築　　場　　所 ケンチクバショ

				確認 アキラシノブ						確認年月日 カクニンネンガッピ																				年 ネン						月 ツキ						日 ヒ												確認番号 カクニンバンゴウ										第 ダイ																				号 ゴウ

										計画変更年月日 ケイカクヘンコウネンガッピ																				年 ネン						月 ツキ						日 ヒ												確認番号 カクニンバンゴウ										第 ダイ																				号 ゴウ

				建築物の概要 ケンチクブツオオムネヨウ						敷地 シキチ																										建築 ケンチク																										延べ ノ

										面積 メンセキ																						㎡				面積 メンセキ																						㎡				面積 メンセキ																						㎡

										階数 カイスウ						地上 チジョウ																階 カイ				主要 シュヨウ																										構造 コウゾウ

																地下 チカ																階 カイ				用途 ヨウト

				強度試験の方法 キョウドシケンホウホウ						計画調合の試験 ケイカクチョウゴウシケン														方法 ホウホウ						告示第1102号 コクジダイゴウ												（注１） チュウ				供試体の養生方法 キョウタメシカラダヨウジョウホウホウ

										強度確認の試験 キョウドカクニンシケン														方法 ホウホウ						告示第1102号 コクジダイゴウ												（注１） チュウ				供試体の養生方法 キョウタメシカラダヨウジョウホウホウ

				設計かぶり厚さの
最小値（ｃｍ) セッケイアツサイショウチ						部 ブ				位 クライ				土に接しない部分 ツチセッブブン																																												土に接する部分 ツチセッブブン

												柱 ハシラ						屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										屋根板 ヤネイタ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										床板 ユカイタ								下端 カタン																						上端 ジョウタン

										はり								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										耐力壁 タイリョクヘキ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

										非耐力壁 ヒタイリョクヘキ								屋外 オクガイ																						屋内 オクナイ

				その他必要な事項 タヒツヨウジコウ						□チェックリスト等の添付により適用規定の確認がなされていること。 ナドテンプテキヨウキテイカクニン

				注意　１　昭和56年６月１日建設省告示第1102号。 チュウイ

				　　　２　中間検査にあたっては、この計画書とともにコンクリート調合計画書も持参してください。

				　　　３　※印の欄には記載しないでください。
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_1275716999.xls
第６号様式

		第６号様式（第10条、第22条関係） ダイゴウヨウシキダイジョウダイジョウカンケイ

		　（その１）																																				（日本工業規格Ａ列４番）（その１） ニホンコウギョウキカクレツバン

		不適格建築物調書（建築基準法第８６条の７による） フテキカクケンチクブツチョウショケンキダイジョウ

		　　　　年　　月　　日 ネンガツヒ

																				申請者等（所有者）住所 シンセイシャトウショユウシャジュウショ

																				氏名 シメイ																㊞

		　　次の既存建築物を現地調査した結果、事実に相違ありません。 ツギキソンケンチクブツゲンチチョウサケッカジジツソウイ

		　　　　　　年　　月　　日　　調査員（建築士事務所名・氏名） ネンガツニチチョウサインケンチクシジムショメイシメイ																																		㊞

		１　既存不適格建築物敷地等の概要（敷地単位） キソンフテキカクケンチクブツシキチトウガイヨウシキチタンイ

										基　　準　　時 モトジュンジ														現　　　　　在 ウツツザイ

		申請敷地の地名地番 シンセイシキチチメイチバン

		申請敷地の用途地域 シンセイシキチヨウトチイキ

		地域地区 チイキチク

		主要用途 シュヨウヨウト

		建ぺい率上限 ケンリツジョウゲン

		容積率上限 ヨウセキリツジョウゲン

		基準時年月日 キジュンジネンガッピ																		不適格の理由 フテキカクリヨシ						　　　公共事業　　　その他 コウキョウジギョウタ

		不適格の条項及び内容 フテキカクジョウコウオヨナイヨウ

										基準時：Ａ キジュンジ				現在：Ｂ ゲンザイ						申請等による増減：Ｃ シンセイトウゾウゲン						合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ ゴウケイ								D/A		基準時の上限 キジュンジジョウゲン

		敷地面積 シキチメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		建築面積 ケンチクメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		延べ床面積 ノユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		自動車車庫等の床面積 ジドウシャシャコトウユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		不適格床面積 フテキカクユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		不適格事項（　　　　条） フテキカクジコウジョウ

		不適格事項（　　　　条） フテキカクジコウジョウ

		備　　　考 ソナエコウ

		２　申請等建築物の概要(敷地全体での棟単位） シンセイトウケンチクブツガイヨウシキチゼンタイムネタンイ

										Ａ　　　　　棟 トウ								Ｂ　　　　　棟 トウ												Ｃ　　　　　棟 トウ

		工事種別 コウジシュベツ

		構　　　造 カマエヅクリ

		階　　　数 カイカズ

		用　　　途 ヨウト

										１　　　階 カイ				２　　　階 カイ						３　　　階 カイ						４　　　階 カイ								計 ケイ

		Ａ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		Ｂ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		Ｃ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		　　計 ケイ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		備　　　考 ソナエコウ

		注意　１　既存不適格に係る建築物の管理者又は占有者が所有者と相違する場合は、「１　既存不適格建築物敷地等の

		　　　　 概要」の備考欄に管理者又は占有者の住所及び氏名を記入してください。 ガイヨウビコウランカンリシャ

		　　　　２　不適格事項が複合の場合は、「不適格事項（　条）」欄を必要に応じて追加し、対象条項ごとに不適格事項を分けて

		　　　　 記入してください。 キニュウ





第６号別紙

		（その２）																														（日本工業規格Ａ列４番） ニホンコウギョウキカクレツバン

		３　既存不適格建築物等の概要（棟単位）　　　　　　　　　(　　　）棟 キソンフテキカクケンチクブツトウガイヨウムネタンイトウ

		着工年月日 チャッコウネンガッピ																構　　　造 カマエヅクリ

		確認年月日・番号 カクニンネンガッピバンゴウ																階　　　数 カイカズ

		検査済証年月日・番号 ケンサズショウネンガッピバンゴウ																用　　　途 ヨウト

		基準時年月日 キジュンジネンガッピ																不適格の理由 フテキカクリユウ				　　　公共事業　　　その他 コウキョウジギョウタ

		不適格の条項及び内容 フテキカクジョウコウオヨナイヨウ

										基準時：Ａ キジュンジ				現在：Ｂ ゲンザイ				申請による増減：Ｃ シンセイゾウゲン				合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ ゴウケイ						D/A		基準時の上限 キジュンジジョウゲン

		建築物の高さ ケンチクブツタカ										　　m				　　m				　　m						　　m						　　m

		建築面積 ケンチクメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		延べ床面積 ノユカメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		不適格床面積 フテキカクユカメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		自動車車庫等の面積 ジドウシャシャコトウメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		床面積・原動機の出力・機械の台数及び容器等の容量 ユカメンセキゲンドウキシュツリョクキカイダイスウオヨヨウキトウヨウリョウ		建築基準法第２０条に係る不適格建築物 ケンチクキジュンホウダイジョウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				建築基準法第26条、第27条、第61条及び第62条第1項に係る不適格建築物 ケンキダイジョウダイジョウダイジョウオヨダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				不適格建築物等
建築基準法第　条第1項から第　項までに係る ケンキダイジョウダイコウダイコウ		適合しない部分 テキゴウブブン		作業場　　車庫等　　 サギョウバシャコトウ				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

								危険物の貯蔵又は処理の用途に供する建築物 キケンブツチョゾウマタショリヨウトキョウケンチクブツ				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

								その他の用途　　　　(　　　　　） タヨウト				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						適合する部分 テキゴウブブン						　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						合　　　　計 ゴウケイ						　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						適合しない原動機の出力 テキゴウゲンドウキシュツリョク						　kw				　kw				　kw						　kw						　kw

						適合しない機械の台数 テキゴウキカイダイスウ						　台 ダイ				　台 ダイ				　台 ダイ						　台 ダイ						　台 ダイ

						適合しない容器等の容量 テキゴウヨウキトウヨウリョウ						　L				　L				　L						　L						　L

				建築基準法第５２条第１項に係る不適格建築物 ケンキダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				その他の条項　　　　　　(　　　　　　　　　　　）　　 タジョウコウ

		その他 タ

		注意　１　棟が複数の場合は、各棟ごとに作成してください。 チュウイムネフクスウバアイカクムネサクセイ

		　　２　「建築基準法第52条第１項に係る不適格建築物」の欄については、車庫を含む床面積を記入してください。 ケンキダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツランシャコフクユカメンセキキニュウ

		　　　３　配置図及び間取り図（縮尺200分の１程度のシングルラインで、各室の床面積が算定できるように寸法を明示し、 ハイチズオヨマドズシュクシャクブンテイドカクシツセキスンポウメイジ

		　 　　　不適格部分が判別できるように赤色で明示したもの）を添付してください。 フテキカクブブンハンベツアカイロメイジテンプ



48

12




_1275716856.xls
第６号様式

		第６号様式（第10条、第22条関係） ダイゴウヨウシキダイジョウダイジョウカンケイ

		　（その１）																																				（日本工業規格Ａ列４番）（その１） ニホンコウギョウキカクレツバン

		不適格建築物調書（建築基準法第８６条の７による） フテキカクケンチクブツチョウショケンキダイジョウ

		　　　　年　　月　　日 ネンガツヒ

																				申請者等（所有者）住所 シンセイシャトウショユウシャジュウショ

																				氏名 シメイ																㊞

		　　次の既存建築物を現地調査した結果、事実に相違ありません。 ツギキソンケンチクブツゲンチチョウサケッカジジツソウイ

		　　　　　　年　　月　　日　　調査員（建築士事務所名・氏名） ネンガツニチチョウサインケンチクシジムショメイシメイ																																		㊞

		１　既存不適格建築物敷地等の概要（敷地単位） キソンフテキカクケンチクブツシキチトウガイヨウシキチタンイ

										基　　準　　時 モトジュンジ														現　　　　　在 ウツツザイ

		申請敷地の地名地番 シンセイシキチチメイチバン

		申請敷地の用途地域 シンセイシキチヨウトチイキ

		地域地区 チイキチク

		主要用途 シュヨウヨウト

		建ぺい率上限 ケンリツジョウゲン

		容積率上限 ヨウセキリツジョウゲン

		基準時年月日 キジュンジネンガッピ																		不適格の理由 フテキカクリヨシ						　　　公共事業　　　その他 コウキョウジギョウタ

		不適格の条項及び内容 フテキカクジョウコウオヨナイヨウ

										基準時：Ａ キジュンジ				現在：Ｂ ゲンザイ						申請等による増減：Ｃ シンセイトウゾウゲン						合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ ゴウケイ								D/A		基準時の上限 キジュンジジョウゲン

		敷地面積 シキチメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		建築面積 ケンチクメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		延べ床面積 ノユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		自動車車庫等の床面積 ジドウシャシャコトウユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		不適格床面積 フテキカクユカメンセキ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		不適格事項（　　　　条） フテキカクジコウジョウ

		不適格事項（　　　　条） フテキカクジコウジョウ

		備　　　考 ソナエコウ

		２　申請等建築物の概要(敷地全体での棟単位） シンセイトウケンチクブツガイヨウシキチゼンタイムネタンイ

										Ａ　　　　　棟 トウ								Ｂ　　　　　棟 トウ												Ｃ　　　　　棟 トウ

		工事種別 コウジシュベツ

		構　　　造 カマエヅクリ

		階　　　数 カイカズ

		用　　　途 ヨウト

										１　　　階 カイ				２　　　階 カイ						３　　　階 カイ						４　　　階 カイ								計 ケイ

		Ａ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		Ｂ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		Ｃ　　　棟 トウ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		　　計 ケイ										　㎡						　㎡						　㎡								　㎡						　㎡

		備　　　考 ソナエコウ

		注意　１　既存不適格に係る建築物の管理者又は占有者が所有者と相違する場合は、「１　既存不適格建築物敷地等の

		　　　　 概要」の備考欄に管理者又は占有者の住所及び氏名を記入してください。 ガイヨウビコウランカンリシャ

		　　　　２　不適格事項が複合の場合は、「不適格事項（　条）」欄を必要に応じて追加し、対象条項ごとに不適格事項を分けて

		　　　　 記入してください。 キニュウ





第６号別紙

		（その２）																														（日本工業規格Ａ列４番） ニホンコウギョウキカクレツバン

		３　既存不適格建築物等の概要（棟単位）　　　　　　　　　(　　　）棟 キソンフテキカクケンチクブツトウガイヨウムネタンイトウ

		着工年月日 チャッコウネンガッピ																構　　　造 カマエヅクリ

		確認年月日・番号 カクニンネンガッピバンゴウ																階　　　数 カイカズ

		検査済証年月日・番号 ケンサズショウネンガッピバンゴウ																用　　　途 ヨウト

		基準時年月日 キジュンジネンガッピ																不適格の理由 フテキカクリユウ				　　　公共事業　　　その他 コウキョウジギョウタ

		不適格の条項及び内容 フテキカクジョウコウオヨナイヨウ

										基準時：Ａ キジュンジ				現在：Ｂ ゲンザイ				申請による増減：Ｃ シンセイゾウゲン				合計：Ｂ＋Ｃ＝Ｄ ゴウケイ						D/A		基準時の上限 キジュンジジョウゲン

		建築物の高さ ケンチクブツタカ										　　m				　　m				　　m						　　m						　　m

		建築面積 ケンチクメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		延べ床面積 ノユカメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		不適格床面積 フテキカクユカメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		自動車車庫等の面積 ジドウシャシャコトウメンセキ										　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

		床面積・原動機の出力・機械の台数及び容器等の容量 ユカメンセキゲンドウキシュツリョクキカイダイスウオヨヨウキトウヨウリョウ		建築基準法第２０条に係る不適格建築物 ケンチクキジュンホウダイジョウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				建築基準法第26条、第27条、第61条及び第62条第1項に係る不適格建築物 ケンキダイジョウダイジョウダイジョウオヨダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				不適格建築物等
建築基準法第　条第1項から第　項までに係る ケンキダイジョウダイコウダイコウ		適合しない部分 テキゴウブブン		作業場　　車庫等　　 サギョウバシャコトウ				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

								危険物の貯蔵又は処理の用途に供する建築物 キケンブツチョゾウマタショリヨウトキョウケンチクブツ				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

								その他の用途　　　　(　　　　　） タヨウト				　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						適合する部分 テキゴウブブン						　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						合　　　　計 ゴウケイ						　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

						適合しない原動機の出力 テキゴウゲンドウキシュツリョク						　kw				　kw				　kw						　kw						　kw

						適合しない機械の台数 テキゴウキカイダイスウ						　台 ダイ				　台 ダイ				　台 ダイ						　台 ダイ						　台 ダイ

						適合しない容器等の容量 テキゴウヨウキトウヨウリョウ						　L				　L				　L						　L						　L

				建築基準法第５２条第１項に係る不適格建築物 ケンキダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツ								　　㎡				　　㎡				　　㎡						　　㎡						　　㎡

				その他の条項　　　　　　(　　　　　　　　　　　）　　 タジョウコウ

		その他 タ

		注意　１　棟が複数の場合は、各棟ごとに作成してください。 チュウイムネフクスウバアイカクムネサクセイ

		　　２　「建築基準法第52条第１項に係る不適格建築物」の欄については、車庫を含む床面積を記入してください。 ケンキダイジョウダイコウカカフテキカクケンチクブツランシャコフクユカメンセキキニュウ

		　　　３　配置図及び間取り図（縮尺200分の１程度のシングルラインで、各室の床面積が算定できるように寸法を明示し、 ハイチズオヨマドズシュクシャクブンテイドカクシツセキスンポウメイジ

		　 　　　不適格部分が判別できるように赤色で明示したもの）を添付してください。 フテキカクブブンハンベツアカイロメイジテンプ



48

12




